
山
陰
適
職
に
鳥
取
燐
の
温
泉
に
就
い
て

石

川

成

章

仲

漁

泉

の

分

布

山
陰
道
日
本
海
治
岸
に
は
頗
る
挽
泉
が
多
-
.
其
東
都
兵
庫
廉
に
於
で
は
.
城
崎
郡
城
崎
町
に
著
名
な
城
ノ
崎
温

泉
(臆
塀
泉
)
が
あ
上

兼
方
耶
温
泉
相
に
は
'
洛
柑
温
泉
(挽
額
泉
)
め
pe/
鳥
取
疎
に
入
れ
ば
'
岩
美
郡
岩
美
輝
の

南
方

一
里
窮
､
蒲
生
川
南
岸
に
岩
井
温
泉
(産
額
泉
)ゐ
-
.
其
西
方
鳥
取
市
の
南
方
沖
薄
層
中
に
膏
方
楓
泉

(蟻
東

泉
)
あ
-
､市
の
西
北
､袋
川
着
岸
に
尊
町
錦
泉
(推
東
泉
)あ
り
.
鳥
取
市
の
南
方
八
頭
都
明
治
村
湯
谷
.
石
英
粗
面

岩
中
に
港
ノ
谷
煉
泉
(飽
頻
泉
)め
-
､気
高
耶
潮
山
地
の
南
荘
帯
着
地
に
富
岡
漁
泉
(躍
頻
泉
)あ
ら
､同
郡
西
偉
材
の

海
岸
沙
丘
ビ
第
四
紀
沖
積
層
亡
の
問
に
液
相
孤
泉
(鮭
頻
泉
)め
-
'
其
南
方
斑
状
花
崗
岩
の
梨
酵
よ
rI
湧
出
す
る
勝

見
渦
泉
(窮
鮭
類
皐

あ
-
･東
伯
郡
東
郷
湖
の
南
岸
に
は
東
郷
温
薬

崩
捜
頻
泉
)あ
り
東

郷
潮
の
西
岸
埋
丑
地
郡
部

アグヰ

に
は
､
新
来
細
線
泉
(盛
東
泉
)
あ
う
.
山
陰
餓
混
線
捻
崎
輝
の
附
近
に
は
'
殿
賀
の
鋸
泉
が
出
で
.
東
伯
郡
上

井

輝

,li
l

の
東
南
二
聖

[]7掛
川
の
沿
岸
に
は
,
三
朝
挽
泉
(ラ
デ
ク
ム
鰻
泉
)
が
あ
-
､倉
膏
町
の
西
南
二
腰
琴

鴨
川
の
南
･

イ々
イケ

花
岡
砦
地
に
関
金
漁
泉
(蛙
頻
泉
)
が
あ
う
'
西
伯
郡
米
子
町
の
北

1
里
窮
.
夜
風
ケ
塔
の
海
岸
砂
洲
中
心
骨
重
職
泉

山
陰
荘
特
_こ
島
擬
隣
の
粗
泉
に
就
い
て

薮老

九



山陰泡盛分布図

静
三
春

静
六
地

雷

八

bO

(財
食
感
泉
)
汎
あ
る
･
賓
に
良
枝
豚
で
は
'
稔
江
市
の
西
南
二
旦
鎗
八
兼
郡

玉
造
相
の
粉
砦
に
接
す
る
第
三
紀
層
中
に
'
玉
造
租
泉
(施
頻
泉
)
が
あ
た

大
腰
都
大
東
町
の
兼

7
里
許
.
牛
局
川
南
岸
の
安
山
岩
割
れ
目
か
ら
出
る
牛

尾
職
泉
(盛
頻
泉
)
が
あ
わ
.仁
多
郡
温
泉
相
の
花
園
砦
中
に
三
醇
温
泉
(単
純

泉
)
が
あ
-
'
飯
石
郡
頓
原
村
で
も
'
菩

岡
岩
の
中
か
ら
頓
原
泉
酸
泉
が
出

少
ヒ
メ

で
p
安
濃
都
路
此
責
村
の
安
山
岩
の
割
れ
周
か
ら
出
る
志
畢
漁
泉
盛

蹄
泉
)

が
あ
り

'
巽
北
二
度
二

二
瓶
山
の
浅
間
に
磨
け
る
安
山
岩
中
に
小
屋
原
租
泉

が
あ
FI/
同
郡
川
食
材
に
は
'
荘
園
砦
か
ら
炭
酸
泉
が
湧
き
出
で
'
那
賀
郡

有
福
相
の
開
披
潜
の
割
れ
目
か
ら
有
席
温
泉
が
湧
き
出
て
居
る
｡

斯
-
の
如
-
数
多
の
租
泉
中
に
は
｣

花
園
岩
や
閃
練
潜
の
如
き
探
火
成
岩

中
に
出
る
も
の
も
あ
れ
ば
p
石
英
弧
両
君
や
安
山
岩
の
様
な
新
火
山
倉
か
ら

湧
-
の
あ
あ
ら
P
河
畔
や
湖
岸
又
は
低
卒
な
第
四
紀
層
か
ら
出
る
の
も
あ
れ

ば
'
海
晋
の
砂
洲
中
に
湧
出
す
る
の
も
あ
る
が
.
要
す
る
に
日
本
海
岸
に
治

ひ
p
中
国
の
轍
の
地
質
構
造
藤

(L
ongittldinal
T
e
c
to
nic
L
ine)
に
平
行
な
る

鯛
裂
地
鞘
に
在
る
.
鳥
取
舷
の
汲
泉
中
p
最
も
海
岸
に
速
い
の
は
謝
金
で
p



三
朝
'
山
田
'
没
の
谷
が
之
に
次
ぎ
'
何
れ
も
淋
:Li
か
ら
四
里
以
内
の
巌
に
在
る
'
非
他
の
混
成
は
何
れ
も
海
岸
を

距
る
こ
t
J偶
か
に

1
児
年
以
内
で
あ
る
'
山
陰
構
凶
亡
は

中

国

山
系
を
以
て
沖
中
谷
廿
で
あ
る
山
鮎
滞
姐
の
両
す
る

.

東金凝血泣叫の城

-

d
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漁 況 陀 鼻 血 岨 吋 q)戟

泉 粗 相 協
●

漸
月
内
枯
絃
地
帯
に
は
'
風
蕊
の
蓑
は
ゐ
-
て
も
､
火
山
も
油
泉
も
少
な
い
の
は
'
山
陰
の
日
本
海
岸
と
の
好

コ
ソ

ト
ラ
ス
J･
で
'
軸
距
の
地
形
も
山
陰
諸
凶
は
山
勢
急
に
遍
-
'
低
卒
の
地
に
乏
し
-
'
･::S
肺
断
用
を
満
し
て
数
::和
に

掠
み
'
日
本
海
の
光
波
は
'
之
を
例
刻
泣
蝕
し
て
錐
多
の
奇
勝
を
成
し
て
居
る
'
従
来
は
交
通
不
便
の
食
め
､
天
賦

山
陰
並
呼
.1
岳
衣
魚
の
温
泉
に

就
い
て

正
男

J

t



地

境

聖

容

第
六
戟

書

芸

の
意
輝
に
洛
す
る
機
骨
も
少
な
か
っ
た
が
.
今

は
餓
道
銀
が
こ
の
海
岸

表

の
奇
勝
や
漁
泉
地
を
縫
ふ
て
金
通
し
･

凍
阪
地
方
か
ら
十
時
間
以
内
で
到
達
す
る
こ
竿
が
出
凍
る
か
ら
,
霊
泉
に
浴
し
っ
～
･
雄
健
葛
扱
誉

風
物
を
賞
翫

す
る
こ
だ
が
容
易
で
あ
る
.

こ
温
泉
地
の
地
形
'
地
質

城
崎
温
泉
肝
妃
の
地
質
は
'
石
英
粗
面
岩
及
び
其
凝
次
岩
で
,
泉
源
は
丘
陵
地
の
間
を
東
流
し
て
園
山
川
に
注
ぐ

湯
島
川
に
捨
て
配
列
せ
ら
れ
.
鴻
ノ
静
･御
所
*
･畳
陀
雁
歯
･
T
ノ
歯
逓

減
湯
,
等
皆
軍

東
西
に
列
ん
で
居
る
.

換
村
税
泉
は
'
岸
田
川
の
上
流
審
凍
川
の
峡
谷
に
湧
出
し
･
地
質
は
聾

岡
倉
ビ
･
之
を
貰
通
せ
る
石
英
粗
面
潜
ビ

で
p
石
英
粗
面
岩
は
球
状
構
造

(SpheruhAtlc
structure)を
豊
し
二

部
松
雪

宥
(P
itch
sto
ne)
を
属
し
て
居
る
P
此

石
英
粗
曹

雷

北
六
十
度
末
に
走
る
完

岩
脈
で
あ
っ
て
･
春
雄
川
が
之
を
横
-
て
耽
る
～
塵
に
親
泉
が
湧
出
し
て

居
る
｡

倉
井
温
泉
は
賂
材
温
泉
の
両
々
北
に
普
-
･
蒲
生
川
の
南
岸
に
誉

･
南
北
に
は
略
東

西
に
嬉
亙
せ
る
高
距
三

豊

嵩

外
の
丘
陵
地
が
あ
っ
て
.
洪
酒
地
は
狭
い
が
･
南
北
及
び
東
側
の
山
は
傾
斜
が
急
で
あ
る
･
北
空

背
の
山

は
菩

阿
署

二

段
低
い
丘
陵
地
は
碇
磐

石
･
雷

有
･
砂
岩
･
礎
潜
よ
-
成
れ
る
雪

面

上
部
嘗

二

舷
に
北
東

に
走
-
p
南
東
に
四
十
度
乃
至
七
十
度
の
急
傾
斜
を
膚
し
て
居
る
･
聖

雇

下
部
暦
は
,
砂
岩
･
雷

雷

-
成
-
･

略
東

西
に
患
rq
.･
南
に
三
十
乃
至
五
十
度
傾
き
ー
上
部
膚
に
封
し
て
は
不
革
命
で
あ
る
､
掛
褐
色
買
倉
中
に
カ
ス



ク
ネ
ア

(C
astanea)'
か
し

(Q
uercus)等
の
植
物
化
石
を
介
在
す
る
'
又
蒲
生
川
西
南
の
丘
陵
地
は
'
石
英
粗
面
岩

ビ
輝
石
安
山
砦
及
び
其
集
塊
岩
か
ら
成
立
て
居
る
'
是
等
の
岩
層
を
貿
通
せ
る
岩
脈
は
数
多
あ
る
が
'
石
英
粗
面
岩

泉 池 井 岩

頭 慮 り 岩 凍 尚 花

の
如
き
健
酸
に
富
め
る
淡
色
の
も
の
ど
'
暗
線
色
を
帯
び
黒
斑
岩
に
似
た
る
塊
基
性
の
も
の
ど
に
大
別
す
る
こ
と
が

出
水
'
前
者
は
大
抵
時
々
北
か
ら
東
々
南
に
足
-
'
後
者
は
束
々
北
か
ら
西
々
南
に
走
る
も
の
が
多

いO
租
泉
は
此

地
盤
の
割
れ
目
に
治
ふ
て
列
ん
で
居
る
も
の
ら
し
い
｡

山
陰
泣
特
に
急
坂
解
の
泣
泉
に
就
い
て

宍
】

〓
l

l



地

嘩

鰐
三
春

第
六
班

窒

}

中
野

･1

富
力
温
泉
は
鳥
取
市
の
兼
務
に
任
し
､
沖
稚
厨
の
粘
土
'
磯
厨
か
ら
湧
出
し
て
屠
る
P
鳥
取
市
の
兼
北
に
は
久
枚

山
が
あ
-
て
p
其
よ
-
関
北
に
向
へ
る
荘
叫腎
石
丘
陵
地
が
障
壁
を
形
成
し
'
兼
務
に
は
久
枚
山
よ
-
箇
方
に
濁
れ
る
-

石
英
粗
面
岩
及
び
英
集
塊
潜
よ
-
鹿

れ
る
丘
陵
が
あ
-
p
南
方
に
は
第
三
紀
頁
潜
静
よ
-
成
れ
る
低
丘
が
在
る
∵
愈

セ
ンダ
イ

髄
の
地
形
は
市
の
西
方
を
北
洗
す
る
千

代

川

に
向
て
陵
夷
し
て
屠
る
｡

花
岡
岩
は
､
圭
に
石
英
だ
濁
自
又
は
統
紅
色
の
正
長
石
よ
-
成
-
.
黒
婁
母
少
な
主

従
々
是
等
鋳
物
の
五
品
を

散
鮎
し
､
花
園
斑
岩
に
移
化
す
る
鹿
が
あ
る
､
鳥
取
市
の
北
も
新
長
田
神
社
入
口
の
崖
に
て
､
之
を
槍
す
る
事
が
出

凍
る
.
石
英
粗
面
岩
の
斑
晶
は
'
例
の
如
-
自
形
的
石
英
だ
正
長
石
だ
で
.
石
英
の
繰
蓮
は
岩
壁
俊
健
が
多
-
訟
め

ら
れ
p
石
基
に
は
洗
理
構
造
や
.
不
完
全
な
る
球
状
構
造
も
随
虚
に
認
め
ら
る
ゝ
P
之
を
罫
す
る
に
久
枚
山
の
花
園

潜
塊
が
核
心
で
荘
園
斑
岩
は
其
抹
蓮
如
ら
し
-
.
第
三
紀
の
火
山
作
用
旺
盛
時
代
に
p
石
英
粗
面
岩
や
凝
衣
岩
が
p

地
肢
の
窮
朗
を
突
き
破
-
て
噴
出
し
た
も
の
で
p
温
泉
の
本
源
は
､
多
分
此
石
英
親
両
署
に
あ
る
ら
し
い
0

着
間
組
泉
附
近
の
地
貌
は
.
花
園
岩
よ
-
成
れ
る
六
億
の
低
い
丘
陵
が
p
南
西
か
ら
北
兼
に
湖
山
池
の
岸
ま
で
嚇

走
し
て
居
る
二
だ
が
樺
敬
で
p
其
間
に
五
倍
の
終
谷
が
在
-
p
富
岡
親
展
は
其
中
p
束
よ
り
第
三
の
勝
間
に
湧
き
出

て
腐
る
P
花
岡
岩
は
､
貴
賓
母
の
少
な
い
種
類
で
p
久
桧
山
に
於
る
も
の
だ
似
て
居
る
が
p
英
紙
蓮
に
於
て
は
F
富

岡
村
役
場
側
の
山
側
に
観
る
が
加
-
.細
粒
状
を
呈
し
.新
教
鍍
下
に
.
石
英
だ
正
長
石
}J
が
.
文
象
構
造
(G
rap
h
ic

S
t

-uctu
re
)
を
豊
す
る
微
荘
園
岩
(M
ic
r?
G
ranite)
を
虚
し
.
比
較
的
急
激
茂
る
玲
国
を
考
へ
し
あ
る
が
..'
署
岡
村



温
泉
地
の
中
央
p
歌
東
山
北
坂
登
-
口
よ
-
.中
腹
迄
の
間
p
及
び
貿
泉
寺
背
後
の
崖
に
露
出
せ
る
-
の
は
､
石
英
t
.

正
長
石
の
五
品
多
-
p
斑
晶
質
で
p
殊
に
蟹
泉
寺
基
の
岩
石
は
'
紫
褐
色
だ
兼
-
ち

T
見
凝
灰
岩
k
)誤
認
し
易
Y
.

之
を
鏡
検
す
れ
ば
､
大
部
フ
エ
ル

シ
チ
ッ
ク
(F
elsitic)
物
質
ビ
壊
充
石
英
よ
-
成
-
.
畏
雲
母
の
如
き
倉
蛾
苦
土
錬

物
は
､
全
然
褐
餓
鱗
だ
織
色
繊
維
状
傑
物
に
免
じ
.
岩
石
が
薯
-
熱
水
作
用
を
受
け
て
鼻
質

し
LJ.こ
}J
空
不
し
.
此

附
近
ょ
-
嘗
て
p
温
泉
p
教
養
束
の
感
に
噴
出
し
た
事
を
想
像
せ
し
め
る
｡

此
華

阿
岩
の
上
に
は
弟
三
紀
の
挽
褐
色
砂
岩
E
P
衣
青
色
の
凝
次
質
責
岩
が
あ

-

て
略
､

束
西
に
蓮
-
､
北
方

へ

四
十
度
許
-
傾
い
て
居
る
｡

潰
村
挽
泉
は
､
気
高
郡
正
確
柑
海
岸
砂
丘
と
P
弟
四
紀
沖
薦
暦
ど
の
境
よ
-
出
で
p勝
見
渦
泉
は
遥
ハ西
南
斑
状
花

園
岩
の
丘
陵
側
か
ら
湧
て
屠
る
P
温
泉
地
の
束
酉
南
側
に
は
､
低
い
丘
陵
地
が
南
北
に
浅
-
.
其
間
に
第
四
紀
の
狭

長
tIb低
平
地
が
あ
･cIP
海
岸

一
帯
は
砂
丘
で
あ
る
P
.丘
陵
の
地
質
は
石
英
だ
正
長
石
(汲
紅
色
)
の
卓
晶
を
散
鮎
せ
る

斑
状
の
叢
書
母
花
岡
岩
で
p
潰
柑
兼
方
の
丘
陵
上
に
は
.
荘
尚
岩
を
賞
い
て
角
閃
安
山
岩
が
出
て
居
る
.
其
斑
晶
は

角
閃
石
p
透
輝
石
p
斜
長
石
よ
-
成
り
.
斜
長
石
は
帯
状
構
造
(Z
o
nal
S

tructure)が
普
通
で
､
内
部
の
も
の
は
｢
ラ

ブ
ラ
ド

ル
｣

長
石
に
近
-
p
外
部
は
多
分
次
曹
長
石
で
あ
る
P
石
基
は
ゲ
イ
･1
ロ
ブ
イ
リ
ツ
ク
(V
itT.Ph
yric)
で
.

次
成
禍
城
東
が
之
を
浸
染
し
て
慮
る
P
箱
四
紀
暦
は
粘
土
ビ
砂
塵
よ
-
成
-
p
磯
の
中
に
は
F
安
山
岩
p
凝
衣
岩
.

花
梅
岩
が
多
い
｡

山
陰
鎧
帖
に
鳥
取
舷
の
絶
品
に
就
い
て

宍

滋

相
思



卿

一
･･鴫

∴

‥7
･.∴

?
I
JI.
I.

.温
泉
は
紗
又
は
砂
離
層
中
か
ら
ぬ

る
が

は
軒

亀

晋

雷
に
菅

､.TV､L..I

こ
と
蔓
な
笥
三
.汰一▲.

霊
宝

恵

･
惹

誓

蝉
を

蕃

蒼
急

は
･
真
夏

若

の

鼻fL材 線 輪 ■ dl

景¢f生義嘉■貞JE--

I

賞
撫
瀞
は
'
北

薫
青
の
三
方
山
岳
に
園
ま
れ
'
音
の
】
方
だ
け
算
Z
E艦
◎
戚
嶋
に
糠
L
t
嶋
¢
薯

欝
曹
嘉
雷
.

A

我
洗
す
る
天
繍
州
は
t
t
で
真
に
詳
苫
L
t
下
溝
簿
の
青
で
貫
蝉
義
に
隷
入
し
た
事
が
轟
轟
も
し
い
.-書

雷

は撫蔵王首方
JM
五
首
兼
で
t.･あ
ま
-
甫
儀
等

'
重
義
線
量

で
･:'等

食
管
膿
雷
電
文

一曹
･,

■●



-
カ
･]り

安
山
岩
の
噴
出
が
あ
-
P
其
後
更
に
玄
武
岩
の
噴
出
が
趣
-
て
･
東
南
方
に
鉢
伏
山
,
東
方
に
御
題
山
,
北
方
に
都

山
の
様
な
P
鈍
い
固
塔
耽
(D
.
m
e
)

か
.
又
は
御
羅
山
以
北
の
如
き
高
距
略
二

様
t･i
熔
岩
基
地

(h
vI
Decken
)
杏

形
成
L
P
玄
武
岩
地
に
特
有
な
地
貌
を
畳
し
て
居
る
､
玄
武
岩
に
は
'
斑
晶
や
石
基
に
械
撹
石
を
食
む
も
の
だ
.
料

長
石
(管
衣
長
石
)
や
紫
蘇
輝
石
ぼ
か
-
で
撤
焼
石
の
無
い
の
ど
.
斜
長
石
や
輝
石
の
倣
晶
ぼ
か
-
で
.
殆
ん
で
斑
晶

の
無
い
の
ど
の
こ
麺
類
が
あ
る
'
轍
楯
石
の
あ
る
揮
蹄
は
'
但
馬
の
玄
武
洞
や
田
倉
山
附
鑑
に
贋
-
分
布
す
る
も
の

だ
同
校
で
あ
る
が
､
撒
標
石
の
無
い
種
類
は
'
紫
蘇
輝
石
の
他
に
普
通
輝
石
を
も
食
み
'
曹
次
長
石
の
斑
晶
が
割
合

に
多
-
.
磁
餓
粒
は
少
な
-
'
梓
状
斜
長
石
微
晶
は
捕
々
大
で
あ
っ
て
'
其
性
質
拝
に
構
造
が
､
此
附
近
に
噴
出
し

て
居
る
輝
石
安
山
岩
亡
.
前
記
梗
概
玄
武
岩
ど
の
中
間
に
在
る
様
に
怒
め
ら
る
ゝ
P
微
晶
だ
改
構
贋
ば
か
り
で
殆
ん

で
斑
晶
の
無
い
.''
-
オ

リ
チ

ッ
ク

(Vario
titic)
の
種
暁
は
.
多
分
前
者
ビ
同
じ
是
華
か
ら
固
結
し
た
も
の
で
､
比
較

的
急
劇
に
冷
却
し
た
か
ら
其
組
織
を
異
に
し
た
も
の
ど
思
は
る
ゝ
'
安
山
岩
の
噴
出
は
漸
次
械
撹
石
に
乏
し
い
玄
武

岩
に
移
-
.
最
後
に
轍
概
玄
武
岩
が
噴
出
し
て
p
基
地
を
作
っ
た
も
の
で
あ
る
〇
三
朝
況
泉
は
'
花
園
岩
地
に
峡
谷

･-サ
･

を
作
っ
て
西
北
に
流
る
ゝ
三
朝
川
の
南
岸
に
あ
rc1.
山
田
温
泉
払
其
北
岸
に
あ
る
.
ラ
デ
ク
ム
ふ
て
オ
ー
ツ
オ
ソ
の

多
い
の
で
著
明
で
あ
る
'
商
北
の
山
は
急
傾
斜
を
以
て
狭
い
洪
滴
地
に
臨
み
二
向
距
は
三
四
百
米
で
､
漸
次
に
西
方

に
低
-
p
大
部
は
貴
賓
母
花
園
砦
で
.往
々
石
英
や
正
長
石
の
宜
晶
を
食
ん
で
斑
状
を
呈
L
t
度
々
ア
プ
ラ
イ
ト
や
､

ペ
グ
マ
タ
イ
ト
岩
艦
が
東
北
又
は
西
北
に
貫
通
し
P
山
頂
に
は
玄
武
岩
及
び
其
集
塊
岩
を
戴
い
て
居
る
P
北
側
の
山

山
陰
鑑
時

にこ鹿
取
鱗
の
粗
泉
_こ
就
い
て

究
銘

仙

噌



地

球

節
三
魯

節

六

伐

宍
舛

lrr,<

脚
に
は
'
節
三
紀
の
碇
次
男
砂
潜
や
京
紫
が
少
し
滋
は
れ
'
折
田
紀
雌
雄
の
相
好
に
破
は
れ
で
捕
る
'
渦
糸
船
は
花

尚
･::q
又
は
北
ハ鉛
版
中
'J
あ
る
ら
し
い
.
即
金
温
加
は
'介
笥
町
か
ら
小
鴨
川
に
治
ふ
て
作
州
術
鑑
&
,進
む
抑
二

=j

詐

'

･Jr..+放血 泣 ヒTJ二三

壌 浴 瓜 温 生 .悼

束
頂
に
入
-
込
ん

だ
敬い
深
谷
に
あ
る
'
･;捕
列
の
水
が
脱
皮
と

し
て
涜
れ
'
浦
側
の
山
盾
は
砧
翠
滴
る
が
如
上

応

取
鯨
の
粗
･就

中
で
'
滋
も
閑
雅
幽
遠
の
好
迦
薮
地
で
あ
る
.

地
邪

は
三
朝
と
同
じ
く
黙
笠
仲
花
･轡
:ポ
で
､
混
血

の
東
北
丘
随
側
に
於
け
る
ア
プ
ラ
イ
ト
･=:G
脈
は
'
北
七
十
圧
波

J



に
遷
J;l
P
西
北
に
約
四
十
度
傾
斜
し
､
湯
開
紳
敵
側
の
大
岩
脈
は
'
西
北
に
走
-
､
殆
ん
で
庶
丑
で
.
筋
鞘
由
方
南

紘
.
閣
北
ビ
東
北
ビ
殆
ん
で
南
北
の
三
あ
る
が
､
閣
北
の
も
の
が
最
も
ま
要
で
あ
る
.
花
崩
岩
の
上
に
第
三
紀
層
が

あ
っ
て
p
花
掃
潜
に
接
す
る
庭
は
固
磯
岩
p
冥
土
は
砂
嚢
常
澄
で
p
山
頂
や
山
側
に
露
は
れ
.
苑
ん
で
水
準
暦
で
p

岩
嚢
は
歌
劇
で
あ
る
p
挽
泉

は
花
園
岩
の
割
れ
目
か
ら
湧
き
出
て
居
る
.

カ
.-イケ

菅
生
温
泉
は
､-
米
子
町
の
束
か
ら
両
々
北
に
斗
出
せ
る
花
見
が
潰
砂
洲
の
基
部
.
日
野
川
河
口
の
酉
に
あ
-
て
､前

記
温
泉
中
海
岸
に
最
も
近
上

地
形
は
低
率
で
あ
る
P
雅
雄
低
湿
の
毅
で
あ
っ
た
が
､
大
正
十
年
婁
井
に
よ
･ctて
新

港
を
得
た
.
其
聾
井
の
賓
況
に
よ
る
に
.
地
表
下
探
さ
十
尺
迄
は
砂
で
､
其
よ
-
二
十
尺
の
間
は
角
倉
.
安
山
岩
片

を
雅
ふ
る
磯
膚
が
あ
㌔

-
地
表
下
五
十
尺
の
庭
に
賓
母
を
雅
ふ
る
砂
が
あ
っ
て
員
数
を
介
在
L
p
深
且

ハ
十
尺
の
鹿

さ
官
尺
に
至
れ
ば
､
褐
色
中
瓶
の
砂
}J
虜
㌔

百
十
尺
で
黄
褐
色
の
舘
三
紀
頁
砦
に
出
食
っ
た
†
是
か
ら
三
十
尺
の

問
は
､
砂
だ
轡

,J
で
.
深
さ
百
四
十
尺
で
胤
両
様
安
山
岩
に
脅
し
'
其
よ
-
以
下
は
岩
盤
ば
か
-
で
.
此
魔
に
温
泉

が
出
た
古
い
ふ
尊
で
あ
る
p
籍
二
敬
磐
井
の
際
は
'
挽
き
官
二
十
三
尺
だ
官
六
十
二
尺
三

膏

三
十
尺
亡
に
&
'て
第

三
紀
凝
灰
岩
に
脅
し
た
.
踏
査
常
時
に
も
磐
井
を
賓
施
し
て
居
た
が
や
地
下
の
状
況
は
'
何
れ
且
糾
記
ビ
大
同
小
異

で
あ
る
.
是
等
の
革
質
に
依
れ
ば
'
此
地
方
砂
塵
よ
-
成
れ
る
沖
積
膚
の
下
は
､
頁
岩
p
産
衣
馨
p
園
趣
意
か
ら
成

ダ
ィ+.ン

れ
る
窮
三
紀
膚
で
p
之
を
貫
い
て
.
大

山

火

山
を
構
成
せ
る
角
閃
安
山
岩
の
大
噴
出
が
起
っ
た
も
の
ら
し
-
P.
渦
泉

山
陰
泣
峠
11二
島
取
脇
の
粗
鹿
_こ
就
い
て

天

心

本
丸



地

境

欝
三
春

第
六
戟

現

先

叫岩

源
は
此
の
安
山
岩
中
に
あ
る
の
が
.
割
れ
目
か
ら
出
て
.
砂
塵
叉
は
弟
三
紀
静
中
に
人
ら
'
某
等
の
地
膚
中
を
巡
重

す
る
地
表
水
}J
損
じ
p
温
度
が
下
-
て
地
表
に
出
る
も
の
ビ
考
へ
ら
る
ゝ
.
故
に
井
を
掘
て
岩
盤
造
成
管
を
入
れ
､

水
の
混
入
の
成
る
べ
-
少
な
い
助
を
汲
み
出
せ
ば
､
粗
度
の
制
令
に
高
い
況
泉
が
得
ら
れ
る
静
で
あ
る
｡

島
根
堀
内
の
温
泉
は
､
僻
欝
地
を
踏
査
し
な
い
か
ら
.
是
魔
に
記
屈
せ
ぬ
｡

三

組

泉

脈

租
泉
源
配
列
の
模
様
や
.
附
近
の
岩
石
に
於
け
る
主
要
な
る
裂
碑
の
方
向
等
か
ら
.
地
下
の
温
泉
脈
を
推
定
し
て

観
れ
ば
､
先
づ
城
崎
温
泉
は
､鈴
島
川
に
治
ひ
略
々
東
西
の
方
向
に
あ
る
も
の
ゝ
加
-
､湯
村
温
泉
で
は
'
渦
泉
源
だ

其
附
近
の
微
温
泉
の
湧
出
個
魔
ビ
を
連
ね
た
銀
の
方
向
は
西
北
東
南
で
､挽
泉
源
配
列
の
,方
向
は
兼
北
西
南
で
あ
る
.

岩
井
温
泉
附
近
に
於
で
p
岩
脈
の
方
向
は
､
西
微
北
-
束
微
商
の
も
の
だ
､
東
々
北
-
西
々
南
の
も
の
だ
が
主
賓

で
p
泉
源
配
列
の
方
向
は
失
集
束
々
北
-
両
々
南
で
あ
る
､其
西
方
で
租
及
湧
出
の
侍
説
あ
る
個
所
四
を
連
ね
た
銀
､

及
び
微
温
泉
湧
出
個
所
を
連
ね
た
線
が
何
れ
も
是
に
平
行
で
あ
る
｡

元
凍
此
地
方
の
火
成
岩
の
分
布
や
p
些

二
紀
暦
の
走
向
等
か
ら
推
し
て
､
西
彼
北
-
兼
微
南
の
地
質
構
造
線
の
あ

る
串
は
'
疑
な
い
庭
で
蒲
生
川
は
こ
の
方
向
に
流
れ
p
石
英
粗
面
岩
脈
に
も
'
此
方
向
の
も
の
が
あ
る
.
之
を
梼
ぎ

-
て
.
末
々
北
か
ら
団
々
南
に
走
る
卒
行
な
梨
樽
が
あ
っ
て
'
盛
基
性
の
砦
麓
が
之
に
突
入
し
て
幾
多
の
岩
脈
を
膚

し
､
こ
の
裂
静
だ
前
記
構
造
線
yJ
の
交
叉
鮎
に
温
泉
が
湧
出
し
易
い
評
で
あ
る
｡
今
後
温
泉
の
耽
錐
に
皆
で
は
p
第



一
に
此
鮎
を
考
慮
す

べ
き
で
あ
る
6

鳥
取
市
の
富
力
温
泉
は
,
明
治
朴
六
七
年
境
域
温
情
巣
工
事
の
際
偶
然
倣
温
水
の
湧
き
出
た
事
が
あ
り
'
其
以
前

か
ら
水
田
中
に
,
讐

稽
蜜
の
目
要

早
-
消
え
る
個
庭
の
あ
っ
た
串
か
ら
束
附
い
て
.
数
十
個
の
笠
井
を
試
み
て

得
た
の
で
･
泉
源
は
何
れ
も
全

的
の
弁

で
あ
る
が
･
数
多
の
整
井
の
中
､
助
の
出
な
い
の
は
埋
没
せ
ら
れ
'
最
も

蕃
-
湯
の
出
る
の
が
今
の
泉
媒
井
で
あ
る
か
ら
･
其
配
列
は
注
意
す
る
慣
低
が
-

'
此
泉
源
を
連
ね
た
線
は
末
々

南
か
ら
両
々
北
に
向
ひ
･
之
を
延
長
す
れ
ば
､
恰
か
豊

町
鋸
泉
警

通
過
し
表

量

を
西
北
に
引
け
ば
'
鳥
取

市
二
階
町
徳
田
卒
市
民
の
飽
水
井
所
在
地
を
経
て
.
大
森
紳
敢
境
内
の
盛
水
井
に
達
す
る
｡

鳥
取
市
の
北
･
久
於
山
よ
-
西
の
埜

岡
倉
山
地
は
西
北
に
延
亙
し
て
p
急
斜
面
を
以
て
西
南
に
傾
斜
L
t
其
欝
ド

於
け
る
新
郎
町
に
は
教
官
年
前
に
粗
泉
の
湧
出
し
た
侍
寵
が
残
っ
て
居
る
｡

墾

阿
岩
の
節
理
の
方
向
を
測
れ
ば
､
略
々
南
北
だ
東
西
だ
'
北
三
十
度
束
だ
.
北
三
十
度
西
の
四
が
あ
っ
て
'
就

中
西
北
だ
東
北
だ
が
願
藩
で
あ
る
.
是
れ
等
の
割
れ
目
に
治
ふ
て
.
温
泉
が
度
々
か
ら
湧
き
出
る
Ea_で
あ
ろ
う
が
.

1
度
辞
四
紀
畢

逼

れ
ば
'
低
温
の
地
表
水
ビ
混
和
す
る
か
ら
脱
皮
が
下
る
の
幸

あ
る
が
'
割
れ
目
に
近
い
ほ
ざ
粗

度
が
高
い
告
で
あ
る
｡
泉
泌
井
は
何
れ
も
洗
さ
八
十
五
尺
乃
至
九
十
尺
で
硬
い
岩
盤
に
達
し
で
居
る
'
温
泉
は
岩
盤

に
接
す
る
砂
塵
瀞
か
ら
出
て
屠
る
様
で
あ
る
｡

葛
岡
温
泉
場
の
附
鑑
に
於
け
る
花
園
岩
の
節
理
だ
岩
脈
の
方
向
1J
を
槍
す
る
に
P
岩
脈
の
方
向
は
略
々
東
西
で
.

山
陰
泣
特
Li
鳥
取
燐
の
放
免
に
就
い
て

芸

三

脚



地

球

壁

一客

･

鰐
六
幼

Hri
O

芸
B

節
確
の
方
向
中
､
露
薯
な
の
は
'
墾

二
･
度
兼
'
北
三
十
度
釆
p
及
び
南
北
の
三
で
'
丘
陵
井
に
ま
弥
谷
の
方
南
は

何
れ
も
東
北
で
あ
る
.
租
泉
源
配
列
の
方
向
は
亦
北
々
兼
で
.
苗
方
に
は
湯
来
谷
ビ
邦
す
る
略
々
南
北
の
小
支
谷
が

あ
り
.
温
泉
場
の
由
南
に
は
.
昔
時
温
泉
湧
出
の
伸
設
あ
る
新
町
貌
蕗
が
あ
-
)
北
方
潮
山
地
の
南
岸
'
於
原
貌
蕗

の
北
.
葛
岡
川
口
附
近
の
湖
底
に
は
現
に
温
泉
湧
出
の
.個
魔
が
あ
る
だ
い
ふ
'
此
個
所
ビ
富
岡
温
泉
場
及
び
前
記
新

町
ビ
を
連
結
し
た
線
の
方
向
は
亦
北
々
東

-
滴
々
商
で
あ
る
.
是
等
の
革
質
か
ら
推
す
に
遥
口
岡
地
方
の
温
泉
脈
は
'

ま
に
弗
々
東
1
南
々
西
で
.
南
北
の
裂
輝
だ
の
愈
食
鮎
に
最
も
湧
出
し
易
い
評
で
.
現
時
の
温
泉
場
は
其
骨
令
粘
心

督
て
居
る
の
で
ほ
あ
る
ま
い
か
｡

搭
村
現
泉
場
で
p
琴
冗
の
配
列
方
向
は
東
西
で
p
勝
見
温
泉
場
で
は
西
北
-
東
南
で
あ
る
.
又
塔
柑
勝
鬼
爾
漁
泉

や
最
も
粗
度
高
-
.
湧
出
量
の
多
い
湯
元
を
列
ね
た
方
向
は
北
三
十
度
兼
で
も
勝
見
薬
師
堂
後
の
斑
状
花
前
者
の
重

な
る
節
甥
の
方
向
は
p
北
三
十
度
東
ビ
北
四
十
度
西
ビ
で
あ
る
｡

潰
村
温
泉
中
濃
も
温
度
の
高
い
の
は
鈴
木
秀
雄
氏
の
湯
ビ
木
下
別
荘
の
.*
で
-
其
よ
-
兼
西
の
海
は
'
是
よ
.-
凝

る
ゝ

ほ
.,/,
温
度
が
低
い
p
豚
児
温
泉
で
は
､
鈴
木
し
な
の
湯
が
敢
高
槻
で
p
其
来
園
の
湯
は
.
何
れ
も
温
度
が
遵
法

-
も
低
い
p
又
温
泉
場
の
酉
.
山
本
磨
滅
氏
の
井
水
は
'
粕
常
の
粗
野
営
倉
む
循
泉
で
あ
る
が
､温
度
は
二
十
二
度
､

潰
村
で
も
温
泉
場
の
閣
p
格
付
停
車
場
前
の
井
水
は
二
十
四
度
で
あ
る
.

･
雷
相
に
於
で
.
今

よ
･｡
約
三
十
年
前
に
は
.
現
時
温
泉
場
の
位
置
よ
-
東
方
丘
陵
側
に
親
展
が
あ
つ
た
が
p
其
畳



が
漸
次
減
じ
LJ
か
ら
'
何
方
に
新
井
を
堀
で
高
塩
の
没
を
得
た
'
其
後
東
方
の
湯
は
渦
度
漸
次
低
下
し
､
滋
近
十
年

間

に

約

三
皮
に
及
ん
だ
ど
い
ふ
'
又
縦
材
の
串

光
が
丙
に
移
ろ
に
従
で
'
其
河
南
約
円
町
の
m
舵
ー‥
あ
る
勝

鬼
漁
火

の
温
皮
が
降

-
'
洩
出
1:皿
も
亦
城
じ
LJ
t
大
正
十
二
年
九
月
㈲
東
大
法
典
後
､
孫
柑
温
泉
木
下
別
非
の
助
は
'
預
出

新
収
郷
汎
叔

山
陰
ホ
テ
>.
内
ラ
ヴ
ゥ
ム
家
族
温
良

丑

激
減
L
t
端
相
隣
約
三
十

問
を
緋
で
た
る
畑
輩
屋
旗
館

の
路
は
'
湧
出
丑
が
著
し
-

珊
加
し
た
｡

.SS
J光
の
探
さ
は
兆
し
い
差

は
舛

い
の
に
或
る
毅
が
特
に

永
池
の
高

い
の
は
､
地
下
仙
〟

盤
の
裂
畔
に
近
-
'
地
表
水

の
混
入
の
少
L16い
翁
LJ
る
べ

-
､
西
方
に
盤
外
し
て
新
鶴

を
得
た
後
､
東
方
の
粉
の
粗
放
'
湧
出

端
共
に
城
じ
た
の
は
'
山16
盤

の
割
れ
目
即
ち
鬼
船
に
狂
い
題
に
新
に
洩
出
口

を
閲
い
L
J
翁
で
あ
ろ
ふ
'
又
地
斑
の
後
に
拘
出
光
の
析
減
の
あ
っ
た
の
は
言

.心
髄
の
割
れ
目
.J
超
勤
を
及
ぼ
し
た
結

血
栓
泣
特
に
見
取
怒
り
絶
泉
に
就

い
t･J

賢

一

こ
≡
l



堅
工冬

空

ハ
班

夢
一

芸
凶

晃
に
蓮
な
い
L

前
記
の
革
質
に
微
す
る
に
p
観
相
藤
尾
両
視
点
場
に
於
て
も
･
亦
東
北
ビ
蘭
北
の
裂
醇
が
洩
泉
に
最
も
密
接
の
踊

係
あ
る
も
の
ら
し
い
.
兼
郷
租
鬼
に
敷
け
る
泉
源
の
配
列
ビ
･
胎
崎
停
華
場
附
鑑
の
鋸
泉
井
配
列
の
方
向
は
p
共
に

北
六
十
度
乃
至

ハ
十
五
度
兼
で
1.
新
濃
縮
温
泉
で
は
､
泉
源
の
配
列
は
東
西
で
あ
る
東

郷
湖
中
顕
著
に
微
視
泉
(
二

十
九
度
)
を
湧
出
す
る
魔
が
こ
個
魔
あ
っ
て
,
其
位
置
は
正
し
-
新
東
郷
温
泉
の
兼
に
常
-
,
於
幡
停
箪
場
だ
兼
郷

温
泉
ビ
9
問
の
田
畔
に
も
亦
微
租
泉
(三
十
墜

湧
出
個
魔
が
あ
っ
て
､
其
位
鷺
は
先
輩
東
郷
温
泉
の
兼
で
あ
る
｡

傍
論
に
よ
れ
ば
､
東
郷
温
泉
附
鑑
で
は
,
湖
中
に
出
る
ほ
で
粗
度
の
高
い
租
泉
が
出
た
と
い
ふ
事
で
あ
る
･
現
に

養
生
館
明
玉
の
蕗
の
在
る
鹿
盟

晶

の
湖
底
で
埋
立
を
湾
し
た
慣
域
で
あ
る
.

以
上
の
革
質
に
よ
れ
Hi
.
東
郷
租
雪

は
､
泉
脈
の
方
向
は
誉

北
-
警

笛
で
､
新
来
郷
漁
泉
で
は
束
管

あ

る
ら
し
い
｡

t
サ
･

三
朝
井
に
山
田
温
泉
に
於
け
る
各
泉
源
の
分
布
を
通
観
す
れ
ば
p
大
健
二
廟

川
渓
谷
の
方
向
に
平
行
で
,
三
朝
で

は
'
凍
々
南
か
ら
西
々
北
に
列
び
､
山
田
で
は
殆
ん

i/壷
西
で
あ
る
O

三
朝
の
温
泉
源
は
'
大
部
空

南

川
の
南
岸
に
あ
る
が
･
河
床
砂
洲
中
に
も
数
個
所
感
に
租
泉
の
湧
出
す
る
魔
が

ぁ
ゎ
.
北
岸
に
は
岩
植
苗
太
郎
氏
が
両
三
年
前
か
ら
愚
井
に
よ
っ
て
得
た
親
展
が
二
個
虞
あ
る
,
洗
晶

百
二
十
尺

で
.
五
十
質

摂
氏
)
以
上
の
温
泉
を
得
た
･
其
西
方
山
田
で
は
二

二
朝
川
の
北
岸
に
沿
ひ
,
川
岸
に
も
,
田
圃
中
に



も
･
弧
泉
の
涌
出
又
は
其
微
侠
空
不
す
(冬
季
砧

笠
の
早
約
筆

個
所
が
'
温
泉
場
の
東
西
に
教
個
所
あ
っ
て
､
東
は

三
棚
橋
の
附
近
か
ら
'
丙
は
山
田
小
串
校
の
四
方
約

-7
二
十
問
の
巌
に
及
ん
で
居
る
'
是

等
の
粗
泉
源
は
'
こ
の
地

方
の
尭
盤
を
梼
成
せ
る
黙
雷
伸
花
懐

石
'
及
び
之
を
冊
還

せ
る
滋
賑
中
に
在
る
に
和
連
な
上

組
泉
は
是
等
の
製
群

か
ら
湧
き
出
る
の
で
あ
る
か
ら
'
花
壇

右
の
節
和
及
び
岩
脈
の
方
向
は
温
泉
脈
と
密
接
の
牌
係
あ
る
こ
と
静
を
待
た

な
い
'
紋
で
是
等
の
方
向
を
賓
測
す
れ
ば
'
本
誌
租
泉
城
に
松
原
博
士
が
蓉
衷
せ
ら
れ
た
通
上

衣
の
三
方
向
が
薯

析 茸 療 泉 漁 期 二

し
い
(
〓
北
五
十
皮
乃
至
六
十
度
酉
､
(
二
)
北
四
十
五
度
乃
至

六
十
度
束
'
(≡
)北
二
十
度
酉
'

三
朝
柴
師
堂
を
中
心
yJ
L
t
姥
巷
所
附
近
に
約
五
十
個
の
温

泉
館
が
密
在
す
る
個
所
は
'
是
等
三
方
向
の
裂
坪
が
網
状
に
錯

綜
せ
る
厳
で
'
温
泉
源
の
多
数
は
'
其
二
線
又
は
三
線
の
合
食

鮎
か
又
は
共
に
近
き
巌
に
皆
る
様
で
､就
中
泉
漁
割
合
に
高
-
､

湧
出
立
も
亦
豊
富
な
る
泉
源
は
'
正
し
-
其
骨
命
数
に
曹
る
も

の
}J
考
へ
ら
る

ゝ
.

三
朝
温
泉
の
中
滋

も
汚
出
立
の
鞭
密
な
る
は
'
療
脊
所
の
曲
で
二

時
間
二
八
不
倫
)､
最
も
泉
源
渦
度
の
高
い
の

は
'
御
船
久
之
(米
屋
旅
館
)戊
の
紛
(七
二
度
)
で
あ
る
､是
に
次
で
泉
温
の
高
い
の
は
'
落
木
旅
館
港
(七
〇
･五
度
)

山
仏
道
特
に
島
訳
解
の
池
魚
に
就

い
て

先皇

二

五



Ea｢

徽

●
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.rT1･

圭

嘉
舞
■

h

.

舟
沸
点
義
徽
徽
(六
七
度
)'
潜
農
業
傭
徽
八乗

慶
)で
'
曇
響
¢
鼻
義
七
井
ね
た
方
向
は
.
畿

る
'
大

正
十
二
年
九
月

一旦
(
真
大
義
農
に
鷺
か
'
TJT鞠
傷
霧
の
書

犬
蔓

に
在
る
､
77蔓

株

藩
に
於
で
は
'
各
が
7
尺
許
h
井
鷹
し
禁

書
入
賞
見
#
)又
7三
尊
の
各
祉
泉
は
'
美
甘
tzl急
膚
に
鼻
孤
軒
上
鼻
し

て
'
入
洛
不
可
能
と
発
っ
た
こ
い
ふ
こ
ぞ
で
あ
る
'
是
は
襲
震
奥
の
等

'‥鎗
下
着
聾
に
豊
嶋
中
井
.つ
た
薯

す
も
の
と
閤
は
ね
ば
な
ら
ぬ
｡

隅
金
池
泉
は
'
此
地
方
⑳
募
集
を
繍
成
せ
る
花
榊
草
.
及
び
之
を
貫

･

通
せ
る
ペ
グ

†
タ
イ
A
'
ア
ブ
･'
イ
ー
鼻
膿
の
倒
れ
日
か

ら
苛

す
る

の
で
.鼻
膿
や
甘
毒
の
方
向

に

は

､

育
北
書

の
も
の
と

'
薫
養
育
青
の
･

も
か
ど
,

弗
ん
で
甫
養
W
あ
っ
て
'
験
中
督
雷
な
の
は
'

背

鼻
丁
貴
需

で
'
関
金
の
弗
谷
が
亦
こ
の
方
向
に
用
い
て
居

る
'

五
傷
の
泉
欝
は
､ヤ

こ
の
深
沈
に
沖
ふ
て
敵
対
せ
ら
れ
'
牝
Z
E十
五
よ

膏
で
あ
る
｡

菅
生
粗
暴
は
､夜
見
ケ
漬
糠
漬
の
砂
群
中
に
馨
井
し
て
得

た
温
泉
で
.

･
泉
源
は
優
に
三
島
あ
る
ば
か

h
だ
か
ら
.
泉
厳
の
方
向
を
推
定
す
る
尊

貴
が
不
足
で
あ
る
が
'
盤
井
昔
時
の
地
下
の
欺
兎
に
よ
れ
ば
'
砂
雷
鷹

の
下
に
粛
三
鍵
貫
着
.義
来
者

があ
っ
て
､書

貫

い
て
負

JZ賓
鵬
貴
が
鴨
出
し
た

.1¢
も
し
,4'
鶴
亀
幕
錬
･.)倉
欝



山
岩
に
在
る
に
達
な
い
J.
触
る
に
附
鑑
の
地
に
安
山
岩
の
露
出
は
無
い
か
ら
.
海
演
に
鮎
在
せ
る
温
泉
湧
出
個
慶
ーの
山

倍
散
配
列
よ
-
､
推
定
す
る
外
は
な
い
p
其
方
向
は
北
五
十
七
皮
乃
至
六
十
皮
酉
で
p
現
時
の
温
泉
井
を
蔑
ね
た
繰
.

の
方
向
も
亦
之
に

…
致
し
て
居
る
｡

之
を
婆
す
る
に
山
陰
鑑
の
況
泉
は
､
班
に
分
布
の
章
に
放
て
述
べ
た
通
り
､
大
横
に
於
て
p
山
陰
混
合
髄
の
海
岸

に
平
行
せ
る
縦
の
地
質
構
造
線
に
沿
ふ
て
配
遮
せ
ら
れ
て
居
る
が
.
局
部
的
に
之
を
斜
め
に
横
ざ
る
所
の
東
北
-
西

南
ビ
P
西
北
-
東
南
及
び
南
北
に
近
い
幾
多
の
裂
酵
線
が
出
奔
で
.
酸
性
乃
至
臆
品
性
の
岩
麓
が
.
是
等
の
裂
醇
に

突
入
し
て
数
多
の
岩
脈
を
生
成
し
.
温
泉
も
亦
其
裂
輝
線
に
沿
ひ
p
就
中
縦
横
裂
醇
の
愈
食
鮎
を
選
ん
で
.
優
々
か

ら
湧
き
出
て
居
る
も
の
だ
認
め
ら
る

Oゝ

四

温

泉

だ

餌

床

山
陰
に
於
て
p
温
泉
の
附
近
に
あ
る
焼
山
は
､
城
の
晴
温
泉
の
国
々
北

1
漫
張
の
魔
に
竹
野
鋸
山
が
あ
-
.
東

liZ

其
西
方
四
里
許
-
の
海
岸
に
沖
之
浦
東
山
が
あ
わ
P
岩
井
挽
泉
の
南
約

7
里
の
鹿
に
岩
美
館
山
が
あ
る
0-
-

竹
野
金
山
の
本
坑
は
.
石
英
親
南
岩
車
の
石
英
脈
を
接
穂
せ
る
が
.
其
走
向
は
殆
ん
で
南
北
に
近
-
p
今

は
殆
ん

ぎ
錬
石
を
掘
-
殺
し
て
p
南
方
の
亜
谷
に
移
･C,て
感
に
稼
行
し
て
居
る
.
線
谷
の
地
贋
は
p
安
山
質
凍
次
岩
ビ
角
磯

栗
で
p
其
中
に
膳
胎
せ
る
倉
金
石
英
脈
は
山
背
に
近
い
高
麗
に
蕗
出
し
.
幅
二
乃
至
四
民
'
北

叫
○
炭
末
に
走
-
p

国
に
七
〇
度
許
り
傾
斜
し
て
居
る
｡

山
陰
鼓
峰
.1
鳥
取
鴨
の
組
泉
に
就
い
て

光

LJ

二
七



鞄

.

.
嘘

第
三
番

第
六
改

発

六

三
九

カ

ス
モ

押
之
滞
5
'山
は
山
陰
域
道
銀

香

住

腿

の
兼
北
に
斗
出
せ
る
小
串
島
の
海
岸
に
め
-
て
､佐
津
輝
か
ら
海
岸
に
出
で
､

小
舟
を
操
れ
ば
約
五
十
分
で
連
す
る
こ
さ
が
出
番
､ー
香
住
か
ら
隆
行
す
れ
ば

7
時
間
飴
を
要
す
る
.

地
質
は
鐸
三
紀
砂
岩
､
凝
次
岩
､
凝
次
集
塊
岩
で
.
某
北
に
走
ら
.
兼
苗
に
頗
斜
し
て
居
る
'
錦
床
は
碇
次
岩
及

び
産
衣
集
塊
暑
中
の
輯
脈
で
あ
る
が
'

一
部
棟
数
状
を
墨
し
､
母
岩
iJ
の
境
界
が
不
明
瞭
で
あ
る
.
頗
脈
の
鹿
向
は

某
酋
乃
至
北
八
十
炭
田
で
寸
簡
方
へ
七
十
度
程
傾
い
て
居
る
'走
向
の
延
長
は
既
に
探
鋸
せ
ら
れ
た
郵
卦
だ
け
で
も
､

】
五
〇
〇
尺
以
上
で
p
此
本
細
に
平
行
し
.
南
北
に
各
々
Z
健
の
副
細
が
あ
る
.
鋸
石
の
倉
金
品
位
は
官
満
身
こ
.
.

三
か
ら
す
甫
分
の
四
の
閲
に
鼻
化
し
.
硫
銀
鱗
p
黄
銅
錬
p
黄
繊
鋸
.
斑
銅
鱗
.
孔
雀
石
p
環
孔
雀
石
を
交
就
し
て

ゐ
る
｡

岩
美
焼
山
の
地
質
は
石
英
粗
面
岩
で
'
鋸
床
は
ま
に
斑
鋼
錬
.
黄
銅
額
p
賛
餓
鋸
の
網
状
脈
で
あ
る
が
p
其
重
な

る
方
向
は
p
北
四
十
度
乃
至
五
十
度
兼
で
.
西
北
に
五
十
度
傾
き
､
北
六
十
度
束
の
断
層
に
切
ら
れ
p
安
山
岩
脈
は

南
北
に
貫
通
し
て
居
る
｡

斯
-
の
加
-
温
泉
地
の
附
近
に
鋸
脈
が
あ
っ
て
.
仲
之
浦
の
金
額
脈
は
城
の
崎
の
洩
泉
塀
だ
平
行
で
あ
ro
'
岩
美

館
山
の
網
状
脈
の
中
に
は
､
岩
井
の
鞄
泉
脈
だ
略
々
平
行
な
の
が
あ
る
の
は
､
共
に
岩
盤
の
割
れ
目
に
出
凍
る
串
を

示
す
も
の
で
p
今
後
の
塊
泉
就
錐
や
.
探
裸
に
雷
-
て
､
閑
却
す
る
串
の
出
凍
ぬ
革
質
で
あ
る
｡
加
之
城
の
崎
租
泉

･ビ竹
野
p
沖
之
浦
の
爾
金
山
.
紛
村
'
岩
井
爾
温
泉

だ岩
美
銅
山
が
p
何
れ
も
某
国
に
近
い
方
向
に
列
ん
で
'
山
陰



の
梅
岸
に
平
行
な
る
班
裂
地
蘭
に
あ
.る
の
を
見
逃
し
て
は
な
ら
ぬ
O

五

鱗
泉
の
ラ
ダ
ク
.ム
エ
マ
ネ
ー
シ
ヲ
ソ
k
J地
質

･
山
陰
の
渦
泉
中
で
タ
デ
タ
ふ
.
エ
マ
ネ
ー
シ
計
ソ
の
最
も
多
い
の
は
二

二
朝
(
1
誓

言

ッ
二
で
'
陶
金

(三
〇

マ
ッ
ヘ
)
が
之
に
.次
ぎ
'
長
門
の
川
棚
(
二

･八
八
マ
ッ
ヘ
).
勝
見
(八
･五
七

マ
ッ
ヘ
)
､城
崎
(八
･四

山
マ
ッ
ヘ
)

が
舘
三
で
.
投
付
(三
｡七
四
)'
膏
方
(三
二
1八
).
東
郷
(三
･
〇
七
)'
玉
造
(二
｡九
七
).
富
岡
(二
｡八
四
)
が
弟

四
で
あ
る
.
冷
泉
で
は
岩
見
の
地
附
二

八
七
サ七
四
)
が
遇
に
群
を
抜
い
て
居
る
｡

温
泉
中
で
は
'
本
邦
に
於
て
lフ
デ
ク
ム
･
エ

マネ
ー

シ
ョ
ン
の
多
い
事
､前
記
の
三
朝
､
開
金
に
及
ぶ
も
の
は
無
い

が
p
冷
泉
で
は
蓮
に
是
等
よ
-
も
多
い
の
が
あ
る
､
其
第

1
は
.
甲
斐
の
将
富
鋸
泉
(八
二
八
二
二
四
マ
ッ
ヘ
)
で
､窮

二
が
美
濃
の
高
山
単
純
泉
(二
八

二

〇
九
)
で
.
窮
三
が
前
記
の
岩
見
の
池
田
冷
泉
で
あ
る
｡

以
上
の
渦
鹿
又
は
冷
泉
の
湧
き
出
る
櫛
岩
を
槍
映
し
て
見
れ
ば
'
三
朝
､
開
金
､
川
棚
､
勝
見
'
膏
岡
､
将
官
､

高
山
､
池
田
は
何
れ
も
花
園
岩
で
'
城
崎
k
,湯
村
は
石
英
粗
面
岩
､
玉
造
は
蔚
王
妃
瀞
.
膏
方
.
東
郷
は
沖
薦
厨
で

あ
る
が
.
其
下
の
岩
盤
は
我
閑
倉
又
は
石
英
組
両
岩
で
あ
る
ら
し
い
'
此
革
質
に
依
れ
ば
､
ラ
デ
ク
ム
.
品

マ

ネ

ー

シ
ョ
ン
の
豊
富
な
嚇
泉
は
'
花
園
岩
か
叉
は
石
英
斑
岩
.
石
英
粗
面
岩
の
様
な
酸
性
の
火
成
岩
か
ら
湧
き
出
る
の
Fに

多
-
.
泉
渦
や
成
分
に
は
関
係
無
い
桟
で
あ
か
.
是
は
酸
性
火
成
岩
が
p
他
の
岩
石
に
比
し
て
.
ラ
デ
ク
ム
を
合
有

す
る
こ
AJJ
概
し
て
教
も
多
い
翁
で
あ
ら
う
っ
(大
正
十
凹
年
五
月
十
日
誌
)

山
陰
追
伸
に
島
根
燐
の
汎
最
に
就
い
て

発

心

二
九


